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市 の 人 口 
	

男 25,638人 
	

世 帯 数 14,687 

	

52,986人 
	

女 27,348人 
	

（昭和58年 3 月 1日現在）住民基本台帳から 

市消防団（団長職務代理者・加納金作副団長）の出初式

は 2月25日午前、24台の消防車と団員450人が参加して行わ

れ、寒風をついて堂堂の分列行進を披露しました。 

平和町通りに集合した各分団は、服装‘機械器具の点検

を受けたあと、花火の合図で分列行進に移り森田市長の観  

閲を受けました。 

次いで市庁舎前のお祭り広場では、第一分団のまとい振

りが披露され、森田市長が、「いっそうの研さんを積み市民

の生命財産を守ってほしい」 と講評、万歳を三唱して式を

閉じました。 
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昭
和
五
十
七
年
度
の
市
褒
賞
、
文
化
褒
賞
の
授
与
式
が
三
月

一
日
午前
十
時
か
ら
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
佐
々
木
栄
造

氏
ら
四
氏
に
市
褒
賞
、
三
上
儀
見
氏
ら
三
氏
に
文
化
褒
賞
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
受
賞
者
の
夫
人
に
は
内
助
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
に
は
、
各
受
賞
者
を
は
じ
め
来
賓
と
し
て
こ
れ
ま
で

の
受
賞
者
な
ど
三
十
人
ほ
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
は
、
君
が
代
斉
唱
の
あ
と
、
森
田
市
長
が
受
賞
者

と
夫
人
一
人
一
人
に
褒
賞
状
と
勲
章
を
手
渡
し
、「本
日
の
受
賞
 

を
市
民
と
も
ど
も
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
、
今
後
の
い
っ
そ

う
の
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

次
い
で
、
成
田
市
議
会
副
議
長
、
村
上
市
表
彰
推
薦
委
員
会

会
長
が
祝
辞
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
三
上
儀
見
氏
が
、「本
日
は

桃
の
節
句
、
こ
の
日
を
境
に
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
五
所
川
原
市
を
桃
源
境
、
本
当
の
理
想
郷
と
し
た
い
」
と
お

礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

以
下
に
各
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。
 

護
市

褒
賞
に
佐
々
木
、
島
村
、
秋
元
、
秋
田
氏
 

三
上
、
浜
田
、
吉
岡
氏
に
文
化
褒
賞
麟
 

'
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中
核
都
市
の
 

佐
々
木
栄
造
氏
（磐
 

市
内
田
町
八
ー
一
 

四
期
十
四
年
余
に
わ
た
り
市

長
と
し
て
在
任
。
経
済
的
繁
栄
 

福
祉

の
増
 

島
村
利
右
衛
門
氏
（6
4)
 

市
内
松
島
町
二
丁
目
二
三
 

戦
後
、
日
刊
紙
青
森
民
友
を

発
行
。
政
治
、
経
済
、
産
業
、
 

教
育
、
文
化
の
各
分
野
で
、
西
 

基
盤
づ
く
り
 

と
豊
か
な
文
化
を
持
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
西
北
津
軽
の

中
心
都
市
と
し
て
の
基
盤
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

県
議
会
議
員
一
期
を
歴
任
。
 

内
助
功
労
章
 
悦
さ
ん
 

進
に

尽
力
 

北
五
地
方
の
発
展
に
側
面
か
ら

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
青

森
民
友
厚
生
振
興
団
を
設
立
、
 

理
事
長
と
し
て
福
祉
の
増
進
に

努
め
て
お
り
ま
す
。
 

内
助
功
労
章
 
き
亘
さ
ん
 

二
十
七
年
間
、
 

町
議
会
議
員
及

び
市
議
会
議
員

と
し
て
、
地
方

自
治
の
振
興
に

寄
与
。
ま
た
、
 

体
育
の
必
要
性

を
痛
感
し
、
野

球
、
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
の
普
及
に

も
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
 

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
を
 

歴
任
。
 

内
助
功
労
章
 
セ
ツ
さ
ん
 
 

・

‘
 
市
議
ム
云
議
員
、
 

2
  
ー

ニ
，ノ
．i，
ー一
 

准
一
 
一

議
長
と
し
て
市
 

推

m

郎
勢
発
展
と
正
常

を

和
柳
な

，
会
運
営
に
 

ノ
ー
 
ほ
年
 
尽、
力
さ
れま
し
 

け
網
翌

地
鷺
舞
 

、
誌
 
m役弾
務

コ
 

影
躍
嘩
 

内
助
功
労
章
 
ト
ミ
さ
ん
 

大
正
十
三
年

の
奉
職
以
来
、
 

昭
和
三
十
九
年

に
五
所
川
原
中

学
校
校
長
を
退

職
す
る
ま
で
、
 

三
十
八
年
間
の

長
き
に
わ
た
り

本
県
初
等
中
等

教
育
の
振
興
・

充
実
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。
 

県

・
市
社
会
教
育
委
員
な
ど
歴
 

任
。
 

内
助
功
労
章
 
キ
ヌ
さ
ん
 

地方自治振興に寄与 
秋元 久吉氏（77) 

市内上平井町91 

初等中等教育を振興 
三上 儀見氏（79) 

市内雛田143 

r
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物
品
等
供
給
業
者
の
手

続
き
を
早
め
に
ノ

・
 

市
で
は
、
五
十
八
年
度
に

お
け
る
物
品
等
供
給
業
者
の

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

の
受
け
付
け
を
し

て
い
ま
す
。
 

五
十
八
年
度
に
市
役
所
、
 

西
北
中
央
病
院
、
給
食
セ
ン

タ
ー
等
市
の
施
設
へ
物
品
供

給
を
希
望
さ
れ
る
業
者
は
、
 

次
に
よ
り
早
め
に
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
 

ロ
受
付
期
限
 
三
月
三
十

一
日
ま
で

（
二
月
二
十
八
日

ま
で
を
延
期
し
ま
し
た
。）
 

ロ
受
付
場
所
 
財
政
課
 

（
市
庁舎
四
階
）
 

ロ
提
出
書
類
 
入
札
参
加
 

資
格
審
査
申
請
書

一
式

（
申

請
用
紙
は
財
政
課
に

あ
り
ま

す
。）
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政
課

調
達
係
（
廿
⑩
二
一
一
一
番

内
線
三
一
五
番

）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

島村利右衛門氏 

秋元 久吉氏 

P
T
A
活

動
を

推
進
 

吉

岡

岩

五
郎

氏

（
7
8）
 

と
学
校
と
の
信
頼
関
係
強
化
の

市
内
雛
田
一
三
六
上

一
 

必
要
性
を
説
き
、

P
T
A
活
動

三
十
七
年
間
、
教
育
者
と
し
 
を

積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
 

て
精
励
。
と
く
に
、
地
域
社
公
 
退
職

後
も
保
護
司
、
老
人
ク
ラ
 

秋田 長兵衛氏 

,
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
市
税
の

納
期
は
十
二
月
で
全
部
終
り
ま
 
 

し
た
が
、
滞
納
や
納
付
も
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

浜
田
 

ち
か

氏

（7
1)
 

市
内
上
平
井
町
一
〇
四
 

早
く
か
ら
茶
の
道
に
入
り
、
 

西
北
五
地
方

の
茶
道
の
隆
盛
と

流
派
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
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瞬
議
嚇
議
 

滞
納
し
て
い
る
方
は
、
な
る

べ
く
早
く
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
で
は
、
滞
納
の
解
消
を
強

力
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

市
民
各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

た
。
ま
た
、
短
歌
で
も
西
北
五

地
方
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
し
、
 

歌
集
「
津
軽
野
」
を
出
版
。
現

在
、
茶
道
裏
千
家
五
所
川
原
短

歌
会
副
会
長
。
 

ブ
会
長
な
ど
務
め
、
地
域
の
発
 

展
に
努
力
。
 

内
助
功
労
章
  
キ
ヌ
さ
ん
 

◇
‘
 

<v
 

◇
》
 
 
◇
 

短
歌
で

先
駆
的

役
割
 

◇ー農業者年金のおしらせ ◇ 
農業者年金経営移譲年金及び農業者老齢年金の受給者は、 3 

月31日までに現況届を提出しましょう。 

1‘用紙の送付 

現況届は、農業者年金基金から提出しなければならない方

あてに直接お送りしております。 

2 ．提出しなければならない方 

今回、現況届を必ず提出しなければならない方は、昭和57 
年 3 月31日までに裁定を受けた受給者です。したがって、年

金をはじめて受けられるようになってから、1年を過ぎてい

ない昭和57年 4 月1日以後に裁定された方は、今年の現況届

を提出する必要はありません。 

3 ．証明及び確認 

現況届には、受給者の印のほか、市長の印とr業委員会長

の印が必要です。市役所（住民登録が支所にある場合は支所） 

で、必ず先に市長の証明を受けてから農業委員会会長の確認

を受けて下さい。なお、老齢年金のみの受給者は農業委員会

会長の確認を受ける必要はありません。 

4 ．提出期限 

現況届の提出期限は 3 月31日ですが、それまでに提出され

ないときは、提出されるまでの間支払いは一時差し止められ

ますので、ご注意下さい。 

5 ．提出する前に 

現況届の提出にあたっては、現況届を本人あて送付すると

きに説明書を同封してますので、よく読んで下さい。また、 

わからないことがありましたら農業委員会又は農協におたず

ね下さいb 
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昭
和
五
十
七
年
度

の
市
文
化
奨
励
賞
及
び
ス
ポ
ー
ッ
賞
の
表
彰
式
が
二
月
二
十
六
日
 

午
後
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
で
め
ぎ
ま
し
い
活
躍
を
し
た
個
 

人
、
団
体
の
栄
誉
を
た
た
え
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
君
が
代
斉
唱
の
あ
と
高
橋
教
育
委
員
長
が
個
人
、
団
体
の
代
表
に
そ
れ
 

ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、
「市
の
文
化
、
ス
ポ
ー
ッ
発
展
の
た
め
、
今
回
の
 

受
賞
を
契
機
に
よ
り
い
っ
そ
う
の
精
進
を
期
待
す
る
」
 
と
式
辞
を述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
、
南
小
卓
球
部
の
小
野
慎
さ
ん
が
、
「
今
後
と
も

一
生
懸
命
が
ん
ば
 

り
ま
す
」
 
と
お礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
o
各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

レ
じ
 

個
人
 

◇
書
道
 
小
山
内
友
賀
（
鶴

ケ
岡
小
四
年
）
、川
浪
悦
子
（
同

小
六
年
）
、中
川
美
雪
（
二
中
一
 

励
 

年
）
、佐
々
木
伸
子
（
同
中
三
年

）
、
 

中
川
鶴
子
（
同
中
二
年
）
、中
川

伸
吾
（
同
中
二
年

）
、横
嶋
美
由

起

（
同中
三
年
）
、斎
藤
千
賀
子
 

（
同
中
二年
）
、広
田
美
雪
（
山

上
書
道
院
）
、斎
藤
隆
蔵

（
旭
町
）
、
 

片
岡
節
子
（
松
野
木
小
四
年
）
 

◇
ピ

ア
ノ
 
松
本
麻
子
（
五

一
中
二
年
）
、一
戸
秋
香

（
五
高

一
一年
）
 

◇
将
棋
 

「
蒲
慶
一
（
五
所

川
原
将
棋
道
場
）
 

◇
標
語
 
鈴
木
亜
季

（
五
一

中
二
年
）
 

◇
詩
 
工
藤
英
世
（
梅
泉
小

四
年
）
 

◇
写
真
 
黒
滝
智
明
（
五
工

一
年
）
 

◇
作
文
 
土
岐
千

佳
子
（
一
一

中
一
年
）
、木
村
秀
明
（
三
中
三

年
）
 

◇
版
画
 
高
橋
一
彰

（五
小

五
年
）
 

◇
絵
画
 
平
山
博

文

（
五農
 

「
年
）
 

◇
俳
句
 
敦
賀
喜
久
蔵
（
五

所
川
原
俳
句
会
）
、三
上
清
蔵
（
同
）
 

◇
川
柳
 
阿
部
二
郎
（
岩
木

吟
社
）
、菊
地
健
次
郎
（
同
）
、白

取
日
出
夫

（
同
）
 

◇
囲
碁
 
工
藤
和
豊
（
日
本
 
 

棋
院
五
所
川
原
支
部
）
、今
美
喜
 

男
（
同
）
 

団
体
 

◇
珠
算
 
飯
詰
中
学
校
 

◇
囲
碁
 
日
本
棋

院
五
所
川
 

原
支
部
 

◇
合
唱
 
五
所

川
原
合
唱
団
、
 

五
高
音
楽
部
（
混
声
）
、五
高
音
 

楽
部
女
声
合
唱
団
 

特
別
賞
 

◇
版
画
（
団

体
）
 
五
小
六
 

年
三
組
 

五
回
受
賞
 

◇
書
道
 
横
嶋
美

由
起

（
一
一
 

中
「
犀
）
 

◇
功
労
賞
 
高
橋
賢
作
（
銃

剣
道
協
会
）
、木
村
誠

一
 
（
卓球

協
会
）
 

◇
特
別
賞
 

木
村
俊
一
 
（
一
一

中
教
員
）
 

◇
五
回
受
賞
 

▽
個
人
 
高

橋
将
成

（
陸上
・
木
高
）
、葛
西

二
三
彦
（
相
撲

・
五
農
高
教
員
）
、
 

安
田
信
昭

（
陸上

・
陸
上
競
技

協
会
）
▽
団
体
 
二
中
女
子
卓

球
部
 

◇
個
人
 
前
田
修
一
 
（
陸
上
 

・

五
一
中
）
、小
田
桐
二
郎

（
同
）
 

小
山
内
弘
（
同
）
、山
形
祥
子
（
同
）
、
 

藤
田
優
子
（
同

・
五
三
中
）
、大

場
史
星

（同
・
五
農
高
）
、高
橋

将
成
（
同
・
木
高
）
、鈴
木
ゆ
う
 
 

大
工
組
合
青
年
部
 

三
万
四
千
余
円
寄
付
 

市
大
工
組
合
青
年
部
（
部
長

小
田
桐
修
身
他
六
十
二
名
）
は

二
月
二
十
一
日
、
市
福
祉
事
務

所
を
訪
れ
三
万
四
千
九
百

四
十

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
二
十
日
に
お

こ

な
わ
れ
た
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の

売
上
金
を
、
身
体
障
害
者
の
方

の
た
め
に
寄
付
し
よ
う
と
し
た

も
の
で
す
。
 

市
福
祉
事
務
所
で

は
、
こ
の

お
金
を
何
か
他
の
形
に
変
え
て

利
用
し
た
い
と
お
礼
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。
 

こ
の
他
同
青
年
部
で
は
、
何

回
か
に
分
け
て
寄
付
や
奉

仕
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

非
行
防

止
ポ

ス
タ
ー
 

寄
付
 
語

m鱈
カ
 

五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
環
境
保
全
委
員
会

（
金
川
鉄
 

r 



男
会
長
）
で
は
二
月
ニ
十
四
日
、
 

市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
ポ
ス
タ
 

ー
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
青
少
年
の
健
全
育
成

の
た
め
の
非
行
防
止
カ
ル
タ
ポ

ス
タ
ー
で
、
市
教
育
委
員
会
で

は
こ
の
ポ
ス
タ
ー
三
百
枚
を
各

小
学
校
へ
配
布
す
る
予
定
で
す
。
 

今
回
の
様
な
め
ず
ら
し
い
ポ

ス
タ
ー
は
初
め
て
と
喜
ん
で
い

ま
す
。
 

香
典

返
し
で

＋
万

円
 

寄
付
 

旭
町
の
成
田
さ
ん
 

市
内
旭
町
の
成
田
栄
治
さ
ん

は
二
月
二
十
八
日
、
市
教
育
振

興
会
の
基
金
に
役
立
て
て
下
さ

い
と
十
万
円
を
寄
付
、
森
田
市

長
に
託
し
ま
し
た
。
 

先
に
亡
く
な
っ
た
ご
尊
父
治

逸
さ
ん
の
香
典
返
し
で
贈
っ
た

も
の
で
す
。
 

,
 

,
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田
畑
別
  

『
  

』
 
作
 
」
 
細

女
 
『
 
別
 
『
一
 

 

5 8 年度標準額 

水
 
田
 

田 	 植 1 目当り賄なし 3,800円 3,800円 

稲 ク 3,800円 3,800円 

脱 	穀 	調 	整 ク 3,800円 3,800円 

畑
  

りんご勇定（特技者を除く） 1 日当り賄なし 5,1 00円 

り 	ん 	ご 	授 	粉 ク 3,500円 3,500円 

り 	ん 	ご 	摘 	果 ク 3,800円 3,800円 

り 	ん 	ご 	袋 	掛 IH -'iH  3
,
8
0
0

円
 

り 	ん 	ご 	収 	穫 1 日当り賄なし 3,500円 3,500円 

薬 剤 散 布 作 業 ク 3,500円 3,500円 

般 農 作 業 ク 3,500円 3,500円 

‘
屯

気
講

座
の

講
生
募

集
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

で
は
、
五
十
八
年
度
の
長
期
婦

人
電
気
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
同
講
座
は
、
家

庭
の
主
婦
を
対
象
に
電
気
知
識

の
普
及
と
安
全
な
使
い
方
な
ど

の
講
習
を
行
う
も
の
で
す
。
 

期
間
は
四
月
か
ら
十
二
月
ま

で
毎
月
一
回
、
午
前
＋
時
か
ら

正
午
ま
で
で
す
。
受
講
料
は
無

料
で
す
が
、
実
習
材
料
は
実
費

負
担
。
 

申
し
込
み
は
四
月
十
一
日
ま

で
、
五
所
川
原
市
田
町
百
十
三

の
一
、
東
北
電
力
五
所
川
原
営

業
所
営
業
課
サ
ー
ビ
ス
係
（
電

話
⑩
局
2
1
5
1
番
）
ま
で
。
 

（
同
）
、秋
元
千
鶴
子
（
同
・
陸

上
競
技
協
会
）
、安
田
信
昭
（
同
）
、
 

堀
内
美
和
（
卓
球
・
南
小
）
、櫛

引
理
恵

（
同）
、高
橋
美
香
子
（
同
）
、
 

小
野
慎
（
同
）
、境
谷
恭
子

（
同
 

・

五
一
中
）
、松
野
新
子
（
同
・

五
二
中
）
、高
橋
美
恵
子
（
同
・

五
農
高
）
、横
嶋
由
加
利
（
同
）
、
 

小
林
史
幸

（同
・
青
商
）
、三
上

雅
也
（
同
・
卓
球
協
会
）
、今
啓

充
（
ス
キ
ー
・
松
島
小
）
、岩
田
 
 

美
香

（
同
・
飯
詰
小
）
、葛
西
尚

人

（
柔
道
・
柔
道
会
）
、成
田
光
 

（
同
・
五
二
中
）
、高
橋
欣
也
（同
 

・

五
農
高
）
、対
馬
茂
一
 
（
同）
、
 

片
岡
克
行

（同
）
、成
田
敏

（
同）
、
 

葛
西
二
三
彦

（相
撲
・
五
農
高

教
員
）
、伊
藤
勝
人
（
同
・
五
商

高
）
、葛
西
孝
彦
（
同
教
員
）
、下

山
祐
司

（
銃剣
道
・
銃
剣

道
協

会
）
、相
馬
憲
将

（
ラ
イ
フ
ル
射

撃

・
五
警
）
、江
良
義
文

（
ウ
エ
 
 

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

・
五
工
）
、
 

永
田
忠
勝
（
同
教
員
）
、長
内
久

志

（同
・
五
一
中
教
員
）
、工
藤

美
香
子
（
な
わ
と
び

・
東
小
）
、
 

木
村
日
登
志

（
弓
道
・
五
所
川

原
弓
道
会
）
、高
山
昭
子

（
同
）
 

◇
団
体
 

▽
陸
上
 
五
一
中

男
子
八
百
H
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
 

同
女
子
四
百
H
リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
 

同
女
子
低
学
年
四
百
屑
リ
レ

ー
 

チ
ー
ム
 
▽
卓
球
 
南
小
、
み
 
 

な
み
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
 

五
二
中

（
女
子
）
 
▽
柔
道

五
農
高
 

▽
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
 
五
小
 
▽
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
 
五
工
高
、
蒼
空
ク

ラ
ブ

▽
弓
道
 
五
所
川
原
弓
道
会

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 
五
商
高
、
 

五
農
高

（男
子
）
 
▽
相
撲

五
商
高
、
五
農
高
 

▽
空
手
道

五
高
 
▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

松
島
町
松
鶴
会
 

農業日雇賃金等の標準額決まる 

1 ．農業日雇賃金 

2 ．耕転機等賃料 

機
械
別
 

作 58年度標準額 

耕ト 

フ 

転ク 

タ 

機 1 

田 打 砕 き l 	O 	a 当 り 4,800円 

畑 打 砕 き ク 4,800円 

田 荒 し ろ か き 10 a 当り（ 2 回） 3,800円 

田 植 し ろ か き ク 3,800円 

耕起より し ろ か き I 	O 	a 	当 り 12,000円 

バ イ ン ダ 糸持 1 Oa 当り 8,700円 

ノ、 ー ノぐ ス タ ー 人付 I Oa 当り 5,700円 

コ ン バ イ ン ク 16,000円 

田 植 機 ク 4,700円 

オ ペ レ ー タ ー 賃 金 6,500円 1 日 当 り 



．地区土地区 

”行地区 

身ノ 

地改良課に置き、各

ねてきたところであ 

りでありますが、正

いて、決定されるも 

電

話

の

応
対

マ
ナ
ー
講
習
会
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
で
は
、
 

こ
の
春
に
入
社
さ
れ
る
方
々
を

対
象
に
 
「電
話
の
応
対
マ
ナ

ー
」
 

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
 

さ
わ
や
か
な
電
話
応
対
は
貴

社
の
イ
メ
レ
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
 

な
お
、
費
用
は
無
料
で
す
。
 

ロ
開
催
日
時
 

四
月
一
日
、
四
月
三
十
日
 

（
た
だ
し
土
、
日
曜
日
は
除
 

く
。
）
  

ロ
講
習
内
容
 

H
 
電
話
の
種
類
と
電
話
応
 

対

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
 

口
 
映
画
「
ビ
ジ
ネ
ス
電
話
 

パ
ー
ト
I
」
 

目
 
模
擬
電
話
に
よ
る
応
対
 

練
習
 

四
 
所
要
時
間
 
約
一
時
間
 

三
十
分
 

ロ
場
所
 

五
所
川
原
電
報
電
話

局
 

（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
講
師
 

派
遣
等
に

つ
い
て
ご
相
談
に
応
 

じ
ま
す
。
 

ロ
参
加
申
込
先
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
自
動
 

運
用
課
（
廿
国
）
ー
一
一
一
〇
番
）
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計画の主要ともなる用排水について、とりあげてみることにします。 

流下しており、本地区からの排水放流河川となっています。また、地区のほぼ

しており、地区内約30加の水田への受水の用に供され、さらに本地区には、網

の用水路として供されています。これについて、次に事業の計画を述べてみる 

く用排水路について〉 
用水については、地区外からの流入水を幹線用水路に

よって、地区内の水田に供給するが、全て道路側溝との

兼用とします。 

排水については、道路側溝により幹線暗渠や開渠を通

じて、旧十川や一部地区外へ放流します。 

く排水区分について＞ 

地区内を主として、 6つの排水区に分け、湊放水路（沼堰水路系）は全線

開渠として計画するとともに残るルートについては、全線暗渠として計画し

ています。 

＠ 事業の紹介も今回で一応の区切り

にしたいと思います。 

東側へゆるやかに傾斜しているので、 	 なお、今まで連載したものについ 

本地区の排水路系統は必然的に、旧十 
	

て、市では、小冊子にとりまとめ、 

権利者のみなさまに配布したいと思 

川へ放流するルート計画をすることに 	っております。 

なります。 
	 この「事業の紹介」 を広報紙を通

じてみなさまと短期間ではありまし

たけれども、心のふれあいの場をも

つことができましたことを、心より

感謝申し上げます。 

今後においては適宜必要に応じて、 

広報紙で再び情報提供したいと考え

ております。 

水について一 都市計画課 

く河川・水路に 

ついて〉 
本地区の東側には、旧十川が南北に

流下しており、地区の地勢も西側より 



I539号） 

前回の公園計画に引きっづきまして、事業 

平川水路について、市では窓口を土

関係機関とこれまで数多くの協議を重

ります。 

計画ルートについては、別図のとお

式には水利事業側における理事会にお

のであることをご承知願います。 

土地区画整理事業の紹介（ぬ11) 

―今回は用排 

本地区の東区域沿いには、旧十川が南北に

中央部を用水幹線の平川用水路が南北に縦断

の目のように素堀り水路があり、地区外から

ことにします。 
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,
 

o
基
本
的
に

は
、
平
川
用
水

は
全
線

暗
果
で

3
・

5
・
‘
博
、

島
森

線
下
に

埋
設
す
る
予

定
。
 

電
話
の
引
っ
越

し
は
お
早
目
に
 

働
く
人
び
と
の
職
場
体
験
記
募
集
 

口
雲
テ

ー
マ
 
次
の
う
ち
 

か
ら

ー
つ
選
ん
で
下
さ
い
 

H
職
場
と
私
 

ロ
技
能
に
生
き
る
 

ロ
原
稿
枚
数
 
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
四
ー
六
枚

（
第
ー
ペー

 

ジ
に
住
所
‘
氏
名
・
年
齢
お
よ

び
職
業
を
、
ま
た
職
業
訓
練
生

は
そ
の
旨
を
そ
れ
ぞ
れ
明
記
し

て
下
さ
い
）
 

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
 

ま
た
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。
 

ロ
応
募
資
格
 
職
場
で
働
く

人
お
よ
び
職
業
訓
練
を
受
け
て

い
る
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

結
構
で
す
。
 

ロ
募
集
締
め
切
り
日
 
昭
和
 
 

五
十
八
年
五
月
七
日
（
土）
〔
当
 

日
消
印
有
効
〕
 

ロ
原
稿
送
付
先
 

（〒
一
〇
 
 

五
）
東
京
都
港
区
芝
公
園
一

ー
 

七
ー
六
 
中
退
金
ビ
ル
 

日
本
労
働
協
会
「
働
く
人
び

と
の
職
場
体
験
記
」
係
 

市
内
飯

詰

・
若
葉
保
育
園
 

（
大
久保
キ
セ
園
長
）
の
お
母

さ
ん
た
ち
は
二
月
二
十
五
日
、
 

津
鉄
飯
詰
駅
と
五
所
川
原
駅
に

椅
子
用
の
座
布
団
三
十
二
枚
を

寄
贈
し
、
待
合
室
の
利
用
客
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

日
頃
津
軽
鉄
道
を
利
用
し
て

い
る
同
園
の
母
の
会

（
其田
久

子
会
長
、
会
員
六
十
人
）
が
さ

る
二
月
十
八
日
古
着
を
利
用
し
 
 

た
バ
ザ
ー
を
開
き
、
そ
の
収
益

金
で
綿
を
買
い
会
員
が
二
日
が
 

銃
剣
道

ら
vヘ
マ
二

短
剣
道
土

子
弓
 

ロ
期
間
 
四
月
＋
日
か
ら
十

月
末
日
ま
で
 

ロ
日
時
 
毎
週
火

・
金
曜
日

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
午
後
七

時
ま
で
 

ロ
会
場
 
市
民
体
育
館

（
サ

ブ
）
 

ロ
資
格
 
市
内
小
、
中
、
高

校
生

（
男
女共
）
 

ロ
服
装
 
各
学
校
で
使
用
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
 

ロ
申
込
み
先
 
市
内
小
曲
工

藤
常
商
店
（
廿
⑩
）
二四
八
四
）
 

市
内
田
町
高
橋
材
木
店

（
。
 

⑩
二
六
四
二
）
 

ロ
費
用
 
ス
ポ
ー
ッ
傷
害
保
 
 

険
料
含
み
年
間
千
円
 

ロ
そ
の
他
 
女
子
は
主
と
し

て
短
剣
道
と
し
、
服
装
は
袴
、
 

ま
た
は
ス
カ
ー
ト
で
よ
い
。
 

ロ
開
講
式
 
四
月
十
日
午
後

一
時
か
ら
市
民
体
育
館
 

ロ
主
催
 
五
所
川
原
銃
剣
道

協
会
 

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
カ
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

四
月
七
日

（
木
）o
午
前
十
 

春
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
。
電

話
の
引
っ
越
し
も
お
忘
れ
な
く
。
 

こ
の
時
期
は
工
事
が
混
み
合

い
ま
す
の
で
、
引
っ
越
し
先
が

決
ま
っ
た
ら
、
手
続
き
は
お
早

め
に
五
所
川
原
電
報
電
話
局
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
全
国
ど

こ
へ
で
も
移
せ
ま
す
。
 

ロ
お
間
い
合
せ
先
 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
第
一

営
業
課

（
廿
図
）
ー
二
〇
〇
〇
番
）
 

時
か
ら
正
午
ま
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
飯
詰
前
 

〇
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
四
時
ま
で
、
吹
畑
旧
松
島
支

所
前
 

か
り
で
作
っ
た
も
の
で
す
。
 

を
開
講
 

津
鉄
駅
に

座
布
団
贈
る
 

若
葉

保
育
園
の

母
の
会
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 



国
民
年
金
の
保
険
料
が
改
正
に
 

国
民
年
金

は
加
入
者
が

老
齢

に
な
っ
た
り
、

障
害
者
と
な
っ

た
り
、

母
子
世
帯
に

な
っ
た
場

合
に
年
金
を

支
給
し

て
生
活

の

安
定
を

図
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金

の
年
金
額

は
、
物

価

の
上
昇

に
あ
わ

せ
て
、
毎
年

増
額
さ
れ

て
き
て
お
り
、
昨
年

も
四
％
の

引
き
上
げ
が

行
わ
れ

ま
し
た
。
 

一
方
、
年
金

給
付

の
財
源
は
、
 

皆
様
が

拠
出
す
る
保
険
料

の
積

立
金

と
国
庫
の
負
担
金

な
ど

に

よ
っ

て
賄
な
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
国
民
年
金

の
財
政
を
保

つ
 

た
め
に
も
年
金

給
付
の
引
き
上

げ
に
伴
な
い
、

保
険
料

の
額
も

引
き
上
げ

な
け
れ
ば

な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う

な
事
情
か

ら
保
険

料
の
額
が

四
月
分
か

ら
月
額
五

千
八
百
三
十
円
に

改
正
さ
れ

ま

す
。
 

何
卒
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お

願
い
申
し

上
げ

ま
す
。
 

な
お
、

四
月
中
に

五
十
八
年

度
分
保
険
料
（
四

月
分
か

ら
翌

年
の
三

月
分
ま
で

の
ー
カ
年
分

）
 

を

一
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。
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。
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。
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小児マヒ予防の生ワクチン投与日程 

対象乳幼児 

実施時期 投 	与 	対 象 	者 回数 備 	考 
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2回目 
この対象者は昭和57年 
5 月に 1回目の投与を
受けた者。 
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2回目 

器器器算｝生まれた者 1回目 
この対象者は昭和59年 
4 月に 2回目の投与を 
受けることになります。 

△ご注意 

左記以外の乳幼児で、生後 3 カ月から48カ月までに受 

けたことのない乳幼児も対象となります。ただし、実施時 

期に生後48カ月を経過した乳幼児は除外いたします。 

△料 金 無料です。 

△お願い 

1. 母子健康手帳を必ず持参して下さい。 

2 ．当日の朝、必ず体温を計って来て下さい。 

3‘お子さんの体質を良く知っている方がお連れ下さい。 

〇地区別実施日程 

地 区 名 実施場所 時 問 1 回目 2 回目 

五小学区・毘沙門地区 旧 公民館 
午後1時 

~2時 
4 月7 日困 5 月20日倫 

七和地区 七和コミ七ン 
午後】時 
~1時30分 

4 月7 日困 5 月20日圏 

三好地区 三好診療所 
午後1時半 

~2時 
4 月8 日国 5 月24日因 

南小学区・中川地区
梅沢地区 

~日 公民館 午後1時～ 
~2時 

4 月 8日団 5 月25日伽 

松島町‘松島地区
飯詰地区 

旧 公民館 午後1時 
~2時 

4 月14日休） 5 月26日休 

みどり町・栄地区 旧 公民館 午後1時 
~2時 

4 月15日園 5 月27日国 

長橋地区 長橋コミ七ン 
午後1時 
~1時30分 

4 月15日圏 5 月27日圏 

五高定時制生徒を再募集 

ロ出願資格 

(1)6召和58年 3 月に中学校又はこれに準ずる学校を卒業す 

る見込みの方。 

(2）中学校又はこれに準ずる学校を卒業した方。（年齢不間） 

ロ入学願書受付 

日・・・ 3 月18日（劃から 3 月23日（水）まて二 

時・・‘午前 9時から午後 4時まで（ただし、最終日は正午 

までJ 
ロ試 験 

3 月24日（木）10時から面接 

口合格発表 

3 月25日（劃 9時から本校生徒玄関前 

ロその他 

学費…月額 3, 600円（免除制度有） 

教科書・・・無償配布 

定通修学奨励金…選考により月7 ;000円。卒業すると返 

還免除 

詳細は本校（⑩3073番）まで電話して下さい。 
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